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1．まえがき

アオウミガメは小笠原の地域産業として、明治時代重要な漁業であったにもかかわらず、適切

な資源管理が行なわれなかったため来勝量が極端に減少して今日に至っている。小笠原水産セン

ターでは昭和４８年の開所以来、アオウミガメの資源回復対策の一環として生態調査、稚亀、親

亀の放流試験を行なってきたが、漁業者に対する資源管理啓蒙もかねて実施してきた。ところが、
※

昭和５４年ワシントン条約批准の動きが出ると共に、ウミガメ増殖の重要性力xにわかに認識され

るに至り、国の助成を得て回帰率を高める手法を研究することとなった。

本報告では、前年度に引続き昭和５６年度の結果を報告する。

※野生の動植物の絶滅のおそれのある種の国際取引に関する条約（昭和５５年１１月４日

日本国に対する効力発生）

2．調査研究結果および考察

１）種苗生産

本年度は小笠原村屏風谷地先に新設された東京都小笠原水産センターのアオウミガメ増殖施

設を用いて、採卵ふ化試験を行った。

産卵場、ふ化場の構造は、規模は在来施設の約４倍である。採卵埋卵方法は昨年度と同様に

行なった。屏風谷の施設は図１のとおりである。

Ａ・採卵用親亀蓄養池

Ｂ・産卵場

Ｃ・ふ化場

Ｄ・産卵監視所
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図１屏風谷の人工採卵ふ化施設
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(1)採卵用親亀

本年度のアオウミガメ捕獲頭数は’０１頭であり、捕獲状況を月別列島別に示すと表’の

とおりである。

表１．５６年度月別捕獲量

数字は頭数、（）内数値は重量（k,）

】医:ごi‘
母島列島父島列島聟島列島

計

１

（８０．０）
２

（１８４０）
２１

（２７４９．０）
２４

(３００４５）

１

（８０．０）
２

（１８４０）
５１

（５６１３．０）
４７

(５３７０．０）

月
月
月
月

２
３
４
５

２

（２８９．５）
５

(７０８．５）

２６

（２４２７０）
１６

(１４６９０）

１

(６７５）

１

（８０．０）
２

(１８８．０）

１０１

(１１２４７０）
計

捕獲された亀は、交尾産卵のために小笠原諸島へ来濫した亀である。捕獲状況は交尾中の

もの、濫泳中のもの、産卵に上陸したものを漁業者が捕獲したものである。

捕獲された亀の甲長（直甲長）及び体重組成は図２，３のとおりである。この内採卵用と

して用いた親亀は３７頭であり、甲長範囲８９．６～１０３７cl7z、平均９５．６Cl､、体重範囲は

１０８０～１７２．０k9、平均１３３．０k9であった。

ａ・雌

頭
数 リム
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甲長

図２．捕獲亀の甲長組成
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図３捕獲亀の体重組成

(2)採卵ふ化結果

①産卵

本年度の産卵は、５月５日に始まり８月１１日に終了した。最盛期は７月上旬、中旬で

図４のとおりである。平均産卵回数は４２回で、最高は６回、最低は１回であった。１腹

の産卵平均数は１０４粒、最高ば１６７粒、最低は１粒であった。
３

２

頭
数

『
】

,■､Ｌ=｣￣
８月７月

産卵頭数

５月６月

図４ 旬別
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②採卵、埋卵

屏風谷の産卵場で約３ヶ月間に、親亀３７頭延べ腹数１５５腹から１６１６５粒を採卵し

た｡この内５腹４７１粒は親亀不明卵である。その他に胎内卵９腹から９４６粒、天然卵３腹か

ら２３１粒を採卵した。

埋卵は産卵場産出卵１５，９３７粒、胎内卵８３７粒、天然卵２１８粒である。（表３－１，

２，３参照）埋卵方法は從来通りであり、卵を埋める穴の深さは約７０cmで、卵室の径

は約３０cmである。１３０粒以上のものは２ケ所に分けて埋卵した。これは卵数が多いと
※

リロ室内の温度か上がり、後期胚死亡が増えるためである。この他にふ化箱を使用したふ化

実験に用いた卵数は産卵場産出卵４９５粒、天然卵５８粒である。

ふ化日数は４５～６８日、平均５１日であった。地中温度は表２のとおりである。

表２ふ化場における旬別地中温度

Ｃ

温度範囲

℃

２４２～２８．０

２５．２～２６．３

２１．９～２４８

２４．５～３０．２

２８．７～３１．５

２８．９～３１．１

２９．８～３１．２

２９．１～３２．７

２９．０～３１．０

２８．５～３１．７

２７．２～３０．４

２９．９～３０．９

３０．５～３１．０

２７．８～３１．１

Ａ

℃ ℃℃ ℃℃

５月 ２５．２～２８．４

２５．４～２５．８

２２．０～２４９

２３．８～２８．７

２８．１～２９．７

２８．７～２９．８

２８．７～３０．３

２９．４～３１．４

２８．９～３１０

３０．９～３１．６

２９．５～３１．１

３０．４～３１．４

３１２～３１．５

２８．５～３１．２

中
下
上
中
下
上
中
下
上
中
下
上
中
下

３
７
５
２
３
４
８
２
１
８
８
３
８
８

●
Ｂ
■
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●

６
５
３
８
０
０
０
１
０
０
８
０
０
９

２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
２
３
３
２

８
６
９
８
９
４
６
６
８
２
４
１
３
８

●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●

６
５
３
６
８
９
９
０
９
１
０
１
１
９

２
２
２
２
２
２
２
３
２
３
３
３
３
２

２５．７～２７．６

２５．２～２６．５

２３．８～２６０

２４．２～２９．２

２９．０～３０．８

２９．６～３０．６

２９．６～３０．５

３０．４～３１．８

３０．０～３２．２

３１．７～３２．６

３０．０～３１．５

３０．４～３１．４

３０．７～３１．２

２８．５～３１．１

７
２
２
２
８
２
１
２
４
４
８
９
９
７

□
●
Ｃ
●
●
●
●
■
①
●
●
●
●
●

６
６
５
７
９
０
０
１
１
２
０
０
０
９

２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
２

６月

７月

８月

９月

(地中温度は３ケ所で測定、侮側よりＣ、Ａ、Ｂ：毎日１３：３０測定）

※ふ化箱：前年度報告書ｐ８参照
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③ふ化

１）ふ化数

ふ化数は産卵場産出卵か９，２５９頭、胎内卵が１２９頭、天然卵が３７頭であり、

箱によるふ化数は、産卵場産出卵が２９６頭、天然卵が３７頭である。

表３－１月別産卵ふ化（産卵場産出卵）

ふ化

ふ化数埋卵数産卵数 ふ化率月

３２１冊

５１．９

７４．４

５９．７

月
月
月
月

６２０

３０８１

５２６４

５９０

１９３１

５９４２

７０７５

９８９

１９４２

６００９

７２１８

９９６

０
６
９
０

２
５
６
１

５
６
７
８

６０．０合 計

表３－２月別産卵ふ化（胎内卵）

ふ化数 ふ化率月

１３％

２６．６

１９．６

月
月
月

３

２５

１０１

２２９

９４

５１４

２９４

９４

５５８

３
１
５

５
６
７

１５．４合 計

表３－３月別産卵ふ化（天然卵）

ふ化数埋卵数産卵数

粉

５ノヒ [ＤＪ･の

Ⅱ）ふ化に関する考察

本年度は天候が不順で梅雨期（５月中旬～６月上旬）に小笠原の年間降雨量（１６００

１１in）の約半分に当る８００pU1Iz近くの雨が降り、特に６月３日～９日に集中した。そのた

め、６月８日埋卵の穴を堀b出し中に、卵室のある深さ約６０～７０c77zのところが水没

していることが発見された。これは異常な集中豪雨により、回りをコンクリートで囲ま

－５－



れたふ化場（深さ３ｍ）の水が吐き切れなかったためである。このため、この時機に埋

卵された卵が殆んど死亡する結果にたった。梅雨期のトラブル等によりふ化率か表４に

示すように２４２妬と低かったのに対して、７月中のふ化率（埋卵数７０７５粒）は７０

妬を越えている。今後、ふ化場の排水や異常降雨に対する処置を改善すれば、７割から

８割のふ化率を維持できるものと考えられる。

なお、旬別のふ化率を表５に示した。

表４梅雨時期におけるふ化率（５月５日～６月７日）

率化ふ

肌
腹

腹
３
１
２

１

腹 腹妬 妬

２６．０

１．３

２３．１

産出卵

胎内卵

天然卵

０－８７．５

０－２．８

１５．１－２８．７

８
０
１

３０５９

２９４

１７１

３０３９

２２９

１６０

７９０

３

３７

４
２
０

９
３
２

２

合 計 ４

表５産卵場産出卵の旬別ふ化率

産卵数 埋卵数 ふ化数 ふ化率月旬別

ｏ妬

３２．５

３３．９

５月

上
中
下

８２

５３７

１３２３

８１

５３５

１３１５

０

１７４

４４６

１
５
４

１

６月

上
中
下

１６０３

１８９７

２００５

１５９０

１８７２

１９８５

１４

１７

２０

３７７

１１９５

１２１３

２１．２

６３．８

６１．１

７月

上
中
下

５
５
９

２
２
１

２７３４

２５７９

１９０５

２７０６

２５１３

１８５６

２０４９

１９１４

１３０１

７５．７

７６．２

７０．１

８月上

中

９

１

８７２

１２４

８６５

１２４

５４５

４５

６３．０

３６．３

６０．０
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④奇形

採卵に用いた親亀３７頭より９５５５頭を得たがこの内アルピノ９頭、眼の欠損が５６頭、

背甲板の配列奇形か2,405頭出現した。奇形の出現は採卵や、埋卵時の転卵等の影響、発

生中の物理的な外因、或は遺伝によるものかは明らかでない。奇形の出現を表６，７に示

した。

Ｉ）アルピノ

９頭のアルビノは眼の欠損等が多い。この他に腐敗卵を調べた結果、後期胚で死亡し

たアルピノか見られた。

Ⅱ）眼の欠損

両眼叉は片眼欠損のものが５６頭出現した。これらは採卵用親亀３７頭の内１８頭か

ら出現したものである。

Ⅲ）背甲板配列奇形

アオウミガメの背甲板配列は、通常椎甲板５枚、左右肋甲板各４枚計１３枚である。

本年度ふ化した稚亀の背甲を見ると椎甲板が少ないもので３枚、多いもので１０枚、肋

甲板が1枚から8枚､背甲板合計１０枚（５－３－２霜から２２枚（１０－６－６）の

配列奇形が出現した。配列奇形は産卵した親亀の総てから出現している。

平均出現率は２５．７筋、約４頭に１頭の割である。捕獲された親亀１０１頭の内７９

頭を調べてみると配列奇形は６－４－５，５－５－５，５－５－４、のわずか３頭であ

った。

ふ化稚亀の奇形出現率の最も高いものは６－４－４の形式で、配列奇形亀2,451頭の

内４１７頭出現した。形式は全部で１０１例あり、主なものを表９に示した。配列奇形の

亀は飼育下では正常のものと比較して成長の異常は現在認められない。

※左から、椎甲板数、左肋甲板数、右肋甲板数の順

－７－



表６親亀とアルピノ及び眼欠損亀出現との関係

計産卵回数親亀

妬 片眼両眼 アルビノ６５４３２１

６１Ｍ●’

JLIlLJT
(2)１１１１１

１

２

１

２7/ｉｌ●１

(1)

6/２１○１

(1)

１

３

１

１

３

１

１

Ｍ１①１ ２

7/ｉ７の１ １

8/６⑪１ １

１１，２①１

７/２６⑪３

１

３１５３1３８

(3)２２１１1３９

６

３
１
１
１
１
３
２
１

○
●
●
ｂ
－
０
●
●
⑦

”
加
伽
伽
加
Ⅷ

０
１
０
４
９
明
明

Ⅲ
Ｍ
旧
閲
旧
不
不 川

１
４
１
１
３
２

7/23●１１８/８⑪１

9(7)３７ １９合計

日付…産卵日●…両眼欠損①…片眼欠損○…アルピノ（）内は後期胚死亡
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表７個体別産卵ふ化数と配列奇形出現率

奇形率奇形数ふ化数埋卵数産卵数腹数親亀妬

妬

９
８
３
２
２
３
６
８
０
８
０
６
１
７
５
２
８
５
７
２
０
０
２
７

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

４
９
３
１
６
５
５
１
１
３
４
０
９
２
３
８
９
８
３
２
４
８
９
８

１
１
３
４
２
１
５
４
３
３
２
５
２
１
３
５
１
４
１
１

5３５（１１）

2３３（１６）

７３（１０）

８
３
１
４
７
６
５
６
３

７
４
２
４
３
２

７

１
３
４
６
７
０
５
６
７
３
５
６
７
８
０
２
３
６
９
１
６
７
３
４
５
７
８
９
０
１
０
１
２
４
６
９
０
明

１
１
１
１
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
２
２
２
３
３
３
３
３
３
４
４
５
５
５
５
５
５
８

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
不

１０７

１４２（１）

１７０

１０（１）

３３４（９）

１８３（５）

１８６（２）

５７８（１３）

７

１９２

５７

６４

１８６

２３４（１４）

３１９（４）

２６６（６）

６４（３）

１６６

１
５
４

６
２

１２１

３６２（６） １３７

８７

４２

１６２

3４７（３）

３３３（１）

5２５（１３）

１４６

２
３
２

９
９
２

２５６（２）

０

２００

４
０
６
３
７
５
９
０
７
２
５
９
３

１
８
５
３
４
３
２
爪
３
６
６
３
９

２
２
４
２
４
２
１

３
１
１

２８

８２２９６（３）

5０９（３２）

２５４（２）

2５５（６３）

３０７（１）

３０９（１）

１２２

１０９

９

７２

１３２

４
０
２
０
２
４

７
１
１
５
４
４

２７４

７３

１９３

１３８（１）

３０３

２２９（１）

2４０５（４６）９５５５（２０６） ２５．７合計 １５９３０１６１６５１５５

（）は、逃亡防止用ネット外のふ化稚亀
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表８配列形式と出現頭数

左肋甲板数 右肋甲板数 頭数

１６

総背甲板数

１２

椎甲板数

４４４

７
４

３
４

４
３

６
６

１３

２４

１２１

７

７

４１７

５
５
６
３
４

５
４
５
４
４

４
５
５
６
６

１４

６
６
５
５
４
４

６
６
１
９
５
７

１
２
４
７
８

５
４
５
４
５
４

４
５
５
６
６
７

１
１
１

１５

６
５
５
４
５
４
４

７
１
２
９
４
９
５

１
７
１
７
０
２

２
１

５
６
５
６
４
５
４

５
５
６
６
７
７
８

１６

５
６
５
４
５

６
５
５
５
４

９
８
４
０
７

１
１
３
３
３

１

６
６
７
８
８

１７

８
６
７
５

２
１

６
６
４
５

６
５
５
４

６
７
９
９

１８

５
５
４

９
８
３

１
１

８
９
９

６
５
６１９
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2）放流

（１）ふ化稚亀の放流

ふ化稚亀９，７５８頭の内８，８３５頭（父島６，０１７頭、母島２，８１８頭）をふ化してから１週間以

内に放流した。放流は父島では小港及び大村海岸、母島では沖港で行なった。残りの９２３頭

の内訳は、放流前に死亡した屯の３１５頭、アルピノ奇形９頭、次年度標識放流及び養成試

験用として飼育を行なっている５９９頭である。なお、５９９頭の内２６０頭は５７年１月１日

に放流した。

（２）未成熟亀の放流

小笠原近海には島民か「ウエントル」と呼んでいる未成熟亀が周年生息する。「ウエント

ル」は冬にも見られることからウインター、タートルが計上ったものだと言われている。天然

におけるアオウミガメの回勝や成長等を調査するために、これらの亀を捕獲し標識放流を行

なっている。

５６年度の未成熟亀の捕獲は１２頭、その内標識放流は８頭で表９のとおりである。

表９未成熟亀の捕獲と標識放流

放流ニニ識番号 備考捕獲月日

町
５７１Ｃ７ｎ

５０．１

ＣＷＺ

４１．１ 父島宮ノ浜１月１３日

伽
勝
浦
浦
浦

僻
僻
池
浜

サ
勤
噸
順
東

鞆
鞆
州
酊
東

東

島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島

南
父
兄
兄
兄
弟
母
父
父
南
父
弟

１月６日

２月１５日

３月１５日

〃

３１日

４月１３日

２６日

５月９日

３１日

６月24日

８月29日

10月１１日

６５７

飼育中８．８７

１０．０４

２４．３

２３．１

１１．７４

７
７
４
８
３
４
１
８
７
０
６

●
●

●
●

●
●
●
。

■
●

９
３
６
５
５
８
９
１
３
１
３

３
４
５
５
４
６
３
４
５
５
５

３
７
３
５
５
４
２
０
８
３
５

●
●

●
の

ロ
●
■

●
●

４
６
５
２
７
３
５
５
３
０
３

３
３
４
４
３
５
３
３
４
４
４

父島大村海岸

父島屏風谷

父島屏風谷

父島大下丁海岸

母島沖港

４月１５日

２６日

"

１５日

５月１０日

８
９
０
９
０

５
５
６
３
４

６
６
６
６
６

８月2日
解剖

飼育中

８．８３

１０．３

２１．３

１４．７

２２．６

南島サメ池

父島宮ノ浜

６月２５日

９月４日

６６１

５２８

６７４ 飼育中

(二次性徴が不明瞭をため、性別は記載していない）
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(3)親亀の放流

親亀の標識放流は回勝、回帰、産卵、成長、年令等を知る上で重要である。

本年度は父島で１０頭、母島列島の平島で２８頭の標識放流を行なった。

前肢に装着した標識はエボナイト製赤色で番号のみを、後肢に装着したものは黄色で、番

号と「小笠原水産センター、Japan」が刻印されている。

表１０－１は父島での、表１０－２は平島における標識放流の結果である。放流は捕獲．

測定後直ちに行なった。

表１０－１父島における産卵親亀の標識放流

捕獲・

放流場所

標識番号
捕獲状況甲幅放流月日

右後肢

C1n C１７Ｚ

産卵巣探索中、未産卵

産卵中

帰海中、未産卵

大穴堀り中、未産卵

大穴堀り中、未産卵

上陸直後、未産卵

１６２㈲

１６３

１６４

１６５

１６６

１６７

１６８

１６１

１７１

１６９

焼場浜

ジョンヒーチ

南初寝浦

６月６日

７月７日

１０日

※
※
※

６
９
８
２
８
６
０
３
０
４

●
●

●

５
２
７
３
４
３
０
０
９
４

７
７
７
７
９
７
７
７
８
９

㈲
２
４
６
７
８
９
３
１
２
３

６
６
６
６
６
６
６
７
７
７

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

９５．６

８９．８

９８．４

北初寝浦

万作海岸1）

８９．４

※

１０２．２

北初寝浦

"

〃

南初寝浦

,ノー－．ピーチ

９１．８

９１．６

１２日

卵室穴堀り中、産卵

２）
上陸直後、未産卵８８．４

※

１００．３

※

１０３．６

卵室穴堀り中、産卵

産卵終了後、穴埋め中

１４日

１５日

※曲背甲長・甲幅

1）兄島

2）放流は７月１３日早朝
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表１０－２平島（母島列島）における産卵親亀の標識放流

標識番号
放流時の状況甲幅甲長放流月日

右後肢閏右前肢崩

C77ZＣ、

９１．１

９１．１

９０．５

８９．２

８５．２

８６．９

９６．４

９０．５

９４．６

９０．０

９０．０

９３．７

９５．０

９８．６

９８．４

８７．５

９７．０

１００．８

９７．０

９２．８

１００．１

９９．６

９４．３

９２．２

９２．０

８９．９

９０．６

９０．０

卵
卵
卵

日
６
８
８
回
０
８
６
８

８
８
８
８
月

リ
リ
リ
５
５
５
９
リ
リ

リ
リ
リ
リ
リ

産
産
〃
産
産
〃
産
〃
〃
〃
産
産
〃
〃
産
産
〃
〃
〃
〃

非
産
非
産
非
産
非
産
非

産
非
産
非
産

非
産
非

４
０
１
０
８
６
７
２
４
９
５
４
７
０
８
０
５
３
０
０
８
４
０
８
４
１
０
４

●
■
●
■
●
■
●
の
●
●
●
●
●
ｃ
■
●
●
。
●
●
●
●
巴
●
●
●
●
Ｂ

３
３
９
９
９
９
３
２
５
０
４
９
３
７
７
７
６
１
９
２
５
３
８
０
９
４
０
８

７
７
６
６
６
６
７
７
７
７
７
６
７
７
７
６
７
８
７
７
７
７
７
７
６
６
７
６

６月１３日

１４日

１５日

〃

１６日

〃

１７日

″

〃

１８日

２１日

２２日

〃

２４日

″

２７日

〃

２８日

"

２９日

″

″

"

７月３日

５日

″

″

〃

１
２
３
５
４
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８

１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

１
２
３
５
４
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
７
４
５
６
７
８

１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
７
３
３
３
３
３

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

※

１
１
１
１
１

※左後肢に術７７の標識を装着した再捕亀。宛７３３は今回新たに装着したもの。

3）再捕

本年度の再捕亀は計８頭であった。４頭は産卵回帰の再捕で、その内１頭は雄亀であっ

た。この雄亀は水産センターの蓄養池から逃亡した個体である。その他の和歌山と高知で

再捕された３頭は小笠原諸島と本州太平洋岸を回勝するアオウミガメの系群を示す一例と

言えよう。又、残りの１頭は未成熟亀（ウエントル）であり、小笠原諸島に生,息するアオ

ウミガメの生態を知る上で貴重なデータである。

表１１にこれらの再捕結果を示した。
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4）飼育試験

（１）材料及び方法

①供試亀

昭和５６年７月３１日から８月１６日にかげて人工ふ化した子亀５９９頭（平均体重

２５．１９）を用いた。

②飼育期間

飼育期間は昭和５６年８月６日から昭和５７年８月１５日までの３７５日間である。

③飼育水槽

子亀の成長段階に応じて使用した水槽の形状を表１２に示した。

表１２使用した水槽の形状

jFLLL丘
※白雲病治療のため隔離飼育を行った。

※※くみ上げポンプ故障のため移動した。

④飼科

ウミガメ用粉末飼料（日本配合飼料製）にサバ・イワシ等の魚肉ミンチを等重量に加え、

更に外割りで海水１０妬、ビタミン剤（水産用パラミックスエーザイ製薬）0.5筋を添
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lil溌詞
合餌回数ゴロＩＥヨＩ矛ﾐヨ

８月～ｃ－」

、)目

五垣田

⑥飼育個体及び水温の測定

毎月１回、総飼育個体について直甲長、体重の計測をした。又、飼育水槽の水温を毎日

午前９時に測定した。

⑦疾病予防のための薬浴

飼育開始時、稚亀が砂中よりふ化した際に生じる外傷を治療するためにヨード剤（イソ

ジン溶液明治製薬）の１０兜溶液で２分間の薬浴を行なった。又、疾病予防のため、２

週間おきにフラン剤（フラネーズ大日本製薬）１～５ＰＰＭ、あるいは過マンガン酸カ

リウム１～１０ＰＰＭの１２時間薬浴を行なった。疾病が発生した際には、罹患個体を隔

離し、薬浴や抗生物質の経□投与等をし、治療に努めた。

(2)結果

飼育結果を表１５、飼育個体の成長と飼育水槽の水温変化を図５に示した。

飼育初期、特に８月から１０月までの３ヶ月間は成長倍率〔（測定時体重／前月時体重）

ｘｌＯＯ〕が８月には３５０％、９月には２４０筋、１０月には１８０％と良好であった。

しかし１１月に入って原因不明のガス膨張病（仮称）が発生し、給餌員を半分以下に制限し

たため、１１月以降成長がやや鈍った。１月以後は水温低下に從って摂餌活動も鈍り、成長
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倍率が１１０～１２０妬と８月～１２月に比べ低下した。７月から８月にかげて、大型台風

により飼育設備が被害を受け、給餌不足や飼育環境の悪化により成長は著しく低下した。し

かしながら生残率は８月～１２月８４．６冊、１月～８月９３５妬（昭和５７年１月１日２６０

頭を放流）と非常に良好であった。

本年度発生した疾病の経過及び試みた治療方法を表１５に示した○
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表１６発生した疾病の病状・経過と試みた治療法

発生1-.Ⅱ： 病状・発生経過病名 試みた治療方法 死亡頭数

０白色の浸出物が眼球面を覆う。

感染力は弱い。

発病２週間前後で自然治ゆし

た。

内
病 ふ化直後

～２週間

瞼

晶

眼
結

背甲に径ＭＩＩn以下の白色の斑

点が現われ、徐々に肋甲板・

縁甲板境辺に広がる。重症の

場合はその周辺部・甲板ま

で達する。感染は亀の大きさ

は関係なく、感染力も強い。

発病初期に過マンガン酸カリ

ウム１０ppm・１２時間薬浴を行

うか効果がなかった。日光の

当る水槽へ隔離し、密度を下

げ週１回過マンガン酸カリウ

ム（同）フラネーズ１ｐｐｍ

・１２時間薬浴を交互に行った

９月下旬には完治した。

フラネーズ(大日本製薬KK製）

白雲病 ８月中旬

Ｉ

９月下旬

０

ガス膨張病

（仮称）

綴■EIS
９月中旬

Ｉ

翌

８月上旬

２６

皮ふ膿瘍 １０月下旬

／

翌

１月下旬

四肢・頚部に白濁色の参出物

が出来る。病状が進行すると

組織のえ死・脱落が起こり、

衰弱死亡する。成長の悪い亀

が罹患しやすい。発生時ガス

膨張病治療のため粭餌制限を

行っていたので咬み合いによ

る外傷が原因と思われる。

過マンガン酸カリウム１０ppm

／12時間薬浴・イソジン（明

治製菓KK）を患部に塗布した。

重症個体には水産用テラマイ

シン５０ｐｐｍ／１５分間の薬浴

を行ったが、効果は無かった

３３
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(3)考察

アオウミガメの飼育試験は昭和４９年度より毎年行って来たが、本年度は成長、生残率と

も良好で、特に生残率はこれまでの最高を示した。この原因としては、定期薬浴や早期治療

などの処理によって疾病の慢延を防げたことや、飼料の形態を改良したことによると考えら

れる。ウミガメの疾病に関する報告は少ない。ヘルペスヴィールスによるグレイ・パッチ病、

エロモナス菌によるマウスロート病など数種しか知られておらず、その他の疾病については

原因も不明で治療方法が確立されていない。そこで本試験では生残率向上のため疾病予防に

重点をおいた。フラン剤や過マンガン酸カリウムによる定期薬浴を行い、発病時には早目に

抗生物質（主に塩酸オキシテトラサイクリン）の経□投与を行った。これまで大量死亡の原

因とたっていたマウスロート病については、本年度は発病が見られなかった。これは骨や鱗

を除いた軟かい飼料を袷餌することによって、子亀の口腔を傷つけなかったためではないか

と思われる。死亡頭数か最も多い原因となった皮ふ膿瘍病については、ＲＯＳＳが過マンガン

酸カリウム１～３９／２００Ｚ薬浴（薬浴時間不明）による治療を報告している。しかし今回

の治療試験では効果は見られたかった。そこでフラン剤やヨード剤による治療を併用したと

ころ、病状の進行をおさえることはできたが完治には至らなかった。

ガス膨張病については、死亡率が高く、原因、治療法に対しては全く不明である。このた

め、今後発病時の取り扱いは十分注意する必要がある。

飼料については、配合飼料（ペレット状）単独による飼育試験は昭和５３年度より行われ

てきたが、魚肉単独に比べ摂餌、成長とも不良であった。そこで本年度は粉末状の配合飼料

に、魚肉ミンチを加えたため飼料効率は良く、９月は８９．６筋、１０月は８９．５筋、１１月

は７６２妬であった。また餌が軟らかいために、マウスロート病の発病防止に効果があった。

今後の課題としては

①死亡率の高い疾病の原因を探り、治療方法を確立する。

②完全配合飼料による給餌体制を確立する。

③冬期における成長の向上をめざす。

などが上げられる。

5）父島列島の産卵状況

（１）産卵海岸

父島列島で過去に産卵上陸のあった全海岸３３箇所を調査した。（図６参照）調査海岸は

父島２３箇所、兄島４箇所、弟島３箇所であり、この他に人丸島、南島、東島の海岸を調査

した。

－２０－



産卵調査は５月から８月の

産卵期間中に週１～２回の調

査を行なったが、台風の影響

により調査ができず、期間が

伸びたり、高波により海岸地

形の変ったところもあり、全

期間産卵状況を把握できない

海岸もあった。

本年度上陸産卵のあった海

岸は２０箇所、上陸未産卵の

海岸は４箇所、未上陸海岸は

９箇所である。

(2)産卵ふ化状況

①産卵ふ化状況

産卵は延べ１２２腹が確

認された。この内ふ化の確

認をしたものは１１４腹で

ある。推定ふ化数はふ化後

の産卵巣を掘り出してふ化

殻にて推定した値である。

これによるとふ化数は

ユｓ

冠)節島

jＷ

図６父島列島の産卵海岸（数字は産卵海岸表１７を参照）
３４５０頭となる。屏風谷産

卵場の平均産卵数１０４粒を天然産卵に当てはめてみると、推定総産卵数１１８５６粒とな

り、推定ふ化率は２９．１妬となる。

②カニによる食害

産卵海岸２０箇所の内１２箇所にカニによる卵の食害が見られた。海岸にはミナミスナ

ガニ（Ocypodecordimana）とツノメガニ（Ocypodeceratopothalma）の２種が棲

息し、ミナミスナガニは砂浜と潅木帯の中間部に、ツノメガニは潮間帯附近に棲み分けを

しているようである。産卵調査中卵室の中から発見されたカニは総てミナミスナガニであ

った。一方、ツノメガニはふ化稚亀を食害することが確認された。
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表１７父島列島における産卵ふ化状況
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③高波、降雨による卵の死亡・流失

前述した梅雨時の豪雨により１腹が流失し、１腹が水没した。又、７月２９日、８月１９

日～２２日、９月３．４日、９月２３日に台風が接近し、高波により海岸地形かかなりか

わった。南初寝浦では２本あった巾５ｍ程の川がなくなり、ジニーピーチでは海岸の砂が

波により移動し１ｍ以上も低くなった。これらにより１３腹の卵が死亡した。

(3)考察

①来勝頭数の推定

小笠原諸島におけるアオウミガメの来勝数の推定は、アオウミガメの資源量を知る上で

重要な要素となる。来勝数の推定は天然における産卵巣総数より可能である。

本年度は父島列島のみを対象に行なった。産卵を確認した産卵巣総数は１２２腹である。

これを屏風谷の人工産卵場で観察した平均産卵回数４２回で割り、父島列島の捕獲数と合

わせると推定来勝数が求められる。

来勝数＝（産卵巣総数／平均産卵回数十雌の捕獲数）Ｘ２

ただし、母島列島（父島より南へ約５０１cwZ）、聟島列島（父島より北へ約７０腕）との親

亀の移動はないものと仮定し、性比を１：１とする。父島列島での捕獲数は雌７頭、雄３

頭である。数値を上式に代入すると推定来勝数は７２頭となるが産卵未確認を考慮すると

推定来勝数は数値より多くなるであろう。

②捕獲率の推定

資源量を求めるためにもう一つ重要な要素となるのが捕獲率である。再生産に寄与する

親亀の捕獲は今後のアオウミガメの資源の管理に大いに関連する。資源量を維持するため

に適正な捕獲率が必要である。

捕獲率≦（捕獲頭数／来瀧数）ｘ１ｏＯ

上式により、父島列島の捕獲率は１３．８筋以下と考えられる。

③カニ食害の対策

天然産卵のふ化率の低下は主にカニの食害によるものである。天然卵の回収保護により

ふ化率の向上が考えられる。

－２３－
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